
より良い子育て環境を求めて地方への移住を考えていた秋元さんが池田町で協力隊になったのは偶
然だった。　

「山の中に子供が遊べる場所を造れるなんてすごく面白そう！」インターネットで移住先を調べてい
た時、数ある求人情報から池田町の協力隊が秋元さんの心を奪った。

すぐさま池田町協力隊に応募し、山の中で自然を体感できるレジャー施設オープンに向けた企画に
携わった。建設会社での勤務経験が活かされ、その後も木育施設の立ち上げや廃校のリノベーション
などの企画も任されることとなった。

「池田町を出ていく理由がないですね。子供たちが過ごすにはすごく良い環境で子供が外で自由にの
びのび遊んでいます。それに池田町でやれること・やりたいことはまだまだありますしね。」協力隊を
退任した現在はカフェやコワーキングスペースを運営している。「地域おこし協力隊という肩書があっ
たから町民の人にも受け入れてもらいやすく、多くの縁ができ、繋がりの大切さも改めて感じました。
人と人が繋がる場所を提供したい。」その言葉の通り、カフェには地域の若者や母親たちが集い、交流
を深めている。

町の91.7％が森林、人口3,000人未満という池田町に住むからこそ感じる田舎の大切さ。「人口減少
の波にのまれず、孫の代以降もこの最高の子育て環境を残していきたいと思っています。」

秋 元 郷 佑 さん（33）
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